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　今回は，我が国推進技術の海外定
着への途，第三弾だ。まずは，前回
書き残した，日本推進技術が競合国
との差別化を決定付ける武器の続き
だ。前回は4項目紹介した。多様な
地盤条件への対応，長距離・曲線推
進，推進・シールド併用工法と超大
口径管推進だった。
　第五の技は，多種，多様な管材の
適用だ。推進管の材質は，鉄筋コン
クリート管は当然として，レジンや
ダクタイル管，鋼管・合成鋼管，さ
らには硬質塩ビ管までレパートリを
広げた。これだけ揃えれば，東南ア
ジアのどんな都市でも，排水の水量
や性状に対して適材適所が可能だ。
また，管の形状も丸管に止まらず，
カッタビットの公転，自転の組み合
わせにより，ボックス函の推進も達
成した。ビットの回転軌跡は芸術作
品，ミケランジェロの世界そのもの
だ。
　第六の技は，驚異的な施工精度の
確立だ。どんな荒業を駆使して推進
したとしても，その結果がデタラメ
であっては意味が無い。無価値だ。
かつてベトナムでは，某国の建設業
者が推進工事に乗り込み，発進と同
時にマシンを落とし，逃げ帰ったと
今でも語り草となっている。日本で

はそんなことは絶対にあり得ない。
仮に，不測の施工トラブルに遭遇し
たとしても，リカバリー手段は如何
様にでも工夫する。ましてや，日本
の下水道管路に求められる勾配精度
はパーミル，千分の一の世界，しか
もそれに小数点も入る。このシビア
な世界で，日本推進技術は及第点を
貰ってきた。そのずば抜けた施工精
度の確保こそ最大の武器だ。
　そして最後，第七の技は，精確な
施工管理手法による施工工期の厳守
だ。緻密な工程管理の積み上げで，
契約工期内での竣工厳守を目指す，
日本人特有の律儀さだ。飛行機，新
幹線は素より，日常の通勤列車でさ
え数分の遅れに対しても，詫びの気
持ちを抱くこと，諸外国には見当た
らない。工期の遵守こそ，工事契約
の信頼性の証になる。
　以上，七つの秀でた日本推進技術
の技で，東南アジア各地に展開され
る推進市場で他の競合国と明確な差
別化を図るべきだ。
　さて，最高級推進技術を携え，
洋々たる海外市場に乗り出すとして
も，個々単独企業での対応では難点
だらけだ。折角，日本推進技術が有
する7つの得意技で優位にあるとし
ても，一企業では体力，運営力に限

界がある。ましてや，一つの相手国
に対して，個々の日本企業の事情や
好みから現地事業，工事を虫食い的
につまみ食いされたら，日本推進技
術の系統立てた円滑な移転，的確な
定着化への妨げにしかならない。こ
れは，日本側の国益からしても，厳
に避けなければならない。ならばど
うする。『推進チーム日本』の結成
だ。その構成は，実力と熱意，意欲
がある推進施工企業のみならず，管
材メーカや関連資機材メーカ，さら
には海外コンサルや商社にも参画願
いたいものだ。
　『推進チーム日本』のなすべきこ
とは何か。まず，同じユニホームを
着たチームメイトとして，認識と情
報を共有すること。国内での支援基
盤，制度の確立に向け，国など関係
機関に共同で働きかけること。相手
国の国情，国民性，政治，行政状況，
事業動向などの情報収集と共有化を
図ること。相手国内で適切な事業調
整を図ること。相手側パートナー企
業を育成すること，などなどだ。所
詮，一人ではできなくとも，チー
ム全員力を合わせれば叶うものだ。
（ひとまず完）
	 〈編集委員長　石川和秀〉

●●●●編集後記
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